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1．はじめに

白山の植物については，これまでにもよく調査されており数多くの報告書や論文がある。また，

白山の植生についても，正宗厳散らの「EcologicalStudiesof HakusanQuasi－NationalPark」

日本自然保護協会（1961），日本自然保護協会中部支部白山学術調査団編「白山の自然」石川県（1970），

日吉　　水野瑞夫ほかの「自然環境保全地域候
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図1　調査地点
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走路の植生一第1報野谷荘司山からも

うせん平～」岐阜県博物館調査研究報

告第1号（1980），里見信生らの「白山

地域自然環境調査報告書」石川県環境

部（1981）などのほか，石川県白山自

然保護センター研究報告にも種々の報

告がなされており，宮脇昭「日本植生

謙一中部一」至文堂（1985）に至って
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14 後　藤　常　明

は，数多くの調査の集大成がなされている。これ以後にもいくつかの報告があり調査研究は，かな

り進んでいると言えよう。しかし，白山山系の植生は変化に富み，細部にわたる調査は岐阜県側に

限って言えば緒についたばかりであろう。

郡上郡白鳥町石徹白と白山室堂を結ぶ白山南縦走線は，行程26kmと長距離で　加えて尾根道のた

め水飲み場も少ないことから登山者も少なく，調査も困難な地域である。筆者は1989年8月11日に

南　竜ケ馬場から石徹白へ縦走し予備調査，同年9月5日に白山室堂から別山往復をして3地点の

調査をする機会を持ち，若干の知見を得たので報告する。調査にあたって，同行協力していただい

た岐阜工業高等学校宮野昭彦教諭，植物の情報をご教示いただいた白山室堂の自然解説員，お世話

になった関係営林署，環境庁自然保護局中部山岳国立公園管理事務所の方々などには心からお礼申

しあげる。

2．調査地の概況

調査地は白山山系の尾根筋で，白山主峰御前峰（2，702m）の真南にあたり，キャンプ地南竜ケ馬

場から白山南縦走線の別山道を登りつめた，油坂ノ頭，さらに南の天池および別山山頂部の3地点

である。別山道は写真1でもわかるように尾根

筋にあり視界が広く，また，自然がよく残され

ている。油坂ノ頭（2，256m）から別山山頂まで

は登山道が大野郡白川村，別山山頂（2，399m）

から三ノ峰を経て二ノ峰の手前までは大野郡荘

川村と岐阜県側を走っている。したがって今回

の調査の対象としたのである。

石川県白峰村にある南竜ケ馬場へは白峰村市

ノ瀬駐車場から約4時間でたどり着く。登山客

が集まる主峰群の基地室堂と比べて水の優が良

く，室堂周辺の高山植物ほどはなやかさはない

が，ニッコウキスゲ，イワイチョウが大変豊富　　　　写真l　別山方面より北方の尾根筋

で，クロユリ，ハクサンコザクラ，ハクサンフウロ，ミヤマキシポウゲ，シナノキンバイ，イワカ

ガミ，ハクサンオオバコなども見られる。標高は約2，100mであるが，ここから南西へ約100mの標

高差を赤谷川へ下り，さらに南へ油坂を登りつめるまでは石川県側である。油坂ノ頭には狭いハイ

マツ帯があるが，ほとんどが丈の低いオオシラビソ（アオモリトドマツ）に囲まれていて，北と西

は石川県側，南と東が岐阜県側になっている。概して岐阜県側は傾斜が大きく，石川県側に比べる

と植物の生育が悪く，斜面の崩壊が目立つ。そして，大白川に注ぐ曲り谷に落ち込んでいる。さら

に南の天池付近は，やや尾根が広がり中央部に小規模な池堀がある。そして湿地性の植物が一帯の

植生を形成している。ここから別山山頂までは，低いチシマザサ帯，高山性高茎草原，ミヤマハン

ノキ低木林，ハイマツ帯などと多様な植物相が続く，別山の山頂部は，ややまとまったハイマツ帯

が見られ　それより北東の箱谷斜面では，コバイケイソウとスゲ類を主体とする高茎草原となって

いる。東側は白川村と荘川村の村境の尾根につながり，ハイマツ帯がのびているが，南側は急傾斜

な岩壁となっている。

南竜ケ馬場（2，100m）一赤谷川（2，000m）一泊坂ノ頭（2，256m）一御舎利山（2，342m）を経

て別山に至る登山者は，御舎利山を巻いて市ノ瀬へ下ろか，南竜へ戻るのが大半であるが，さらに

足をのはして三ノ峰から福井県大野市場ケ湯へ下る場合もある。三ノ峰あたりはササ類におおわれ

た尾根道が多いが，ハクサンフウロはかなり目につく。三ノ峰から二ノ峰，一ノ峰と登山道は銚子
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ケ峰の登りになるまで福井県側に入り，そこから石徹白までは岐阜県に入るが，登山者の足跡より，

カモシカの足跡が目立つほど利用者は少ない。

3．調査方法

今回の調査では採取許可種が限られ　全種を標本にできなかったし，油坂ノ頭，天池，別山山頂

の3地点で各1ヶ所ずつしか調査ができなかったが，植生の概観，群落の構成種，植生の断面図を

記録した。方形区調査は，油坂の頭（2mX2m），天池（lmXlm），別山山頂（2mX2m）

で行い，被度については，Braun－Blanquetの方法を，群度は，中西らの方法によって記録した。

図1の1，2，3は調査地点である。

写責2　第1方形区（第1地点）
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4．調査内容

（l）油坂ノ頭

後　藤　常　明

No．1　植　生　調　査　表　　　　　　岐阜県博物館自然分野（G．P．M．）

調　査　地 僮(���(��oｸ��ﾞ(��6ﾘ��:｢�劔��ﾘ������Yﾒ�僮(�"����#S���ﾛh屬�

地　　　形 儖hﾚｨ�8�lｨ�8�9YH�8.(.(勦&��

風　　　当 �(b��?ｨ��9b�冽｢�丶8������K"��(�3#S�ﾒ�

土　　　湿 �4ｸ����劔兩ｸ������犬��>ﾈ��8ﾂ�

土　　　壌 俚ｸｮ)vﾈ,ﾈ8ﾈ4ﾉ&��劔佛����������3���

1989年　9月　5日（調査者）　後藤常明 劔劔lｨ����������(����(��ﾓ"�

階　　　層 �&ﾈﾘ)m��B2亜高木 儡，低木 僵，高茎草本 僵2草本 儁　コ　ケ 偬��ﾋｲ�霻��B�

高　さ　m �� 冲o　　lm 冲o　O．5m 冲o　　O．2m � 

植被率％ �� �20％ �95％ �5％ � 

種　　　数 �� �1 �15 �3 � ����

階　層 儂ﾙ7��Xﾅ�7��種　　　名 丶ｸ���r�被度・群度 偃ﾘ������kﾂ�

Sl �(��������2�ミヤマホツツジ 噺ﾂ�ｳ"�十 十 十 �6ﾘ4�5X7��4�4�6�5h8x8ｨ7ﾒ�6�4�5H987ｸ4X7H4R�

Kl �8������2�ニッコウキスゲ 

2　　　　3 �5(6�485�485ﾈ4R���ｲ�ミヤマセンキュウ 

2　　　3 �5h5h4X6����ｲ�ヤマブキショウマ 

2　　　　3 �5h8(685�5ﾈ4R���ｲ�イブキトラノオ 

2　　　　3 �5�6X8H7ﾘ5�5������������マイゾルソウ 

1　　　2 �7�6x686�8�8(4ﾒ���ｲ�ミヤマキスミ　レ 

11 11 ＋ �4�4ｸ485ﾈ4R�4ｨ8�486x5ﾈ4R�6�4�5H987H4X8ﾒ���ｲ�キバナノコマノツメ 

ミヤマホツツジ ��

ウキスゲ ��

W　・・・鮎 3の ＼＜ イブキトラノオ ��磯h�ﾂ�"�5h5h4X6��*���ﾈ���ﾂ�

キバナノコマノツメ ��

マイツルソウ ��

コバイケイソウ 　ミヤマキスミレ ��

3d　　　sE 

図2　第1地点の植生断面
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図3　第1方形区の植生概観（平面スケッチ）
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油坂ノ頭（2，256m）に設置した第1方形区は，高山高茎草原植生の一例である。複雑多様な別山

道の高山高茎草原植生は，場所によって構成種が異なり第1地点が典型的とは言えない。比較的普

遍な種はミヤマホツツジ，コバイケイソウ，オオバショリマなどであろう。第1方形区は，油坂ノ

頭をはずして通る登山道の南東側斜面直下で約2，250mの標高に2mX2mの広さで設置した。付近

の植物相には，調査表には出現しなかった種として，タテヤマウツボグサ，カンチコウゾリナなど

も見られた。

第1方形区の優占種はニッコウキスゲであるが，第1地点を少しはずれると尾根沿いには余りま

とまって生育していない。唯一の木本ミヤマホツツジは別山道にはよく見られ別山山頂付近でも見

つかる。コバイケイソウ，シシウド，シモツケソウ，タテヤマスゲは一帯に多い。調査日の9月5

日には，コバイケイソウの葉が黄変しており，シシウド，イブキトラノオ，ノアザミ，ハクサンボ

ウフウなどは種子をつけていた。ミヤマキスミレ，キバナノコマノツメ，マイゾルソウなどは種子

さえ見られなかった。図2は第1方形区（第1地点）の植生断面の模式図である。また，図3は同

所の植生概観を平面スケッチで示したものである。

（2）天池

油坂ノ頭から別山に向かって南へ400m程進んだ所にチシマザサ類に囲まれた小さな池垢，天池が

ある。’ここには，白山山系でも余り見られないハクサンオオバコがまとまって生育している。白山

周辺では，室堂の自然解説員に教示された南竜ケ馬場付近と，もう一ヶ所，別山と三ノ峰の間にあ

る標高2，215m程の御手洗池の南部分でハクサンオオバコを確認した。ハクサンオオバコを確認した

場所の標高は，南竜ケ馬場（石川県）2，075m，天池（岐阜県）2，215m，御手洗池（岐阜県）2，215

mであった。地形は南竜ケ馬場の場合，沢の出口の堆積土がある場所で草丈の低い陽地であるが，

天池と御手洗池の周辺部は，雪田地域のやや湿った土がある陽地であった。いずれも，周囲より草

丈が低く日当たりの良い，やや湿気のある場所である。
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No2　　植　生　調　査　表　　　　　　岐阜県博物館自然分野（G．P．M．）

調　査　地 僮(���(��5h��'(��,ﾈ��fｲ�劔��ﾘ������Yﾒ�僮(�"����#S���ﾛh屬�

地　　　形 儖hﾚｨ�8.(.(岑�9[ﾙ&��

風　　　当 偃2��?ｨ��9b�冽｢�丶8������K"��(�3#�Vﾒ�

土　　　湿 �4ｸ����劔兩ｸ������犬��>ﾈ��fｲ�

土　　　壌 兀x嶌ﾛｸｮ(�8,冲ﾈｴ��7�*ｩ�ﾙ���劔佛�������������

1989年　9月　5日（調査者）　後藤常明 劔劔lｨ����������������ﾓ"�
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図4　第2方形区の植生概観（平面スケッチ）
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天池の北（2，215m）に設置した第2方形区は，雪田草原植生のアオノツガザクラージムカテクラ

スや中間湿原植物群集のイワイチョウーショウジョウスゲ群集，あるいは上級単位未決定の群落，

エゾポッイ群集などとの共通種があり植生の類別が難しい。また，湿性雪田群落の代表であるイワ

イチョウ，ショウショウスゲがある反面，乾性雪田群落のアオノツガザクラ，ミヤマリンドウ，ミ

ヤマウイキョウも見られる。付近の第2方形区よりやや乾燥するところには，ハクサンイチゲ，ハ

クサンボウフウが目立つ。

第2方形区の優占種は，ハクサンオオバコで　9月5日には花は終わり果実をつけていた。イワ

イチョウも花はほとんど無かった。イワイチョウについては，8月11日には，ほとんど蕾の状態で

ありながら霜の影響で葉先の部分がしおれている個体があった。花はわずかに咲いていた。ハクサ

ンオオバコほ種子のものが多く，花はほとんど残っていなかったことから，石川県側の南竜ケ馬場

より標高の高い天池のほうが花が早い。地形のちがい，湿気の多少，雪解け時期などの他，植物そ

のものの生理的条件にもかかわりがあろう。いずれにしても調査の必要がある。表2は，第2方形

区の調査表，図4は，その植生概観（平面スケッチ）である。

（3）別山山頂
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図5　第3地点の植生断面
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図6　第3方形区の植生概観（平面スケッチ）

別山山頂（2，399m）付近は，ハイマツ低木林が広がっており，植生は，亜高山帯針葉横林のコケ

モモートウヒクラス，コケモモーハイマツオーダー，群集に属する。石川県（1981）によれば，別

山山頂付近を高山帯自然植生の高山低木林とし，岐阜県（1977）も同様に類別している。

別山山頂直下の南東斜面に設置した第3方形区は，白山山系では南端のハイマツ低木林の植生を

知る手がかりとなろう。樹高の高い石川県側に対し，樹高の低い岐阜県側の植生を示す一例である。

ここでの優占種はハイマツであるが，ハクサンシヤクナゲ，オオバスノ牛の被度も大きく，ミヤマ
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ホツツジ，コミネカエデ　チシマザサがこれにつづく。ハイマツ低木林の植生としては，種組成が

豊富なところである。しかし，いずれもハイマツより樹高は高くならない。図5は方形区付近の植

生断面のモデルである。図6は第3方形区の植生概観（平面スケッチ）である。一帯の植被度は充

実していて，ほとんどが100％である。また，一帯の現存植生は，潜在自然植生とほとんど一致し，

自然そのものである。

5．まとめ

白山南縦走線の岐阜県側で植生調査の機会を得た。それによって次のことが明らかとなった。

（1）油坂ノ頭の南東斜面では，ニッコウキスゲ，コバイケイソウ，ミヤマホツツジが優占する高茎

草原が見られる。

（2）天池の北側には，特異な雪田群落があり，ハクサンオオバコが優占するイワイチョウーショウ

ジョウスゲ群集に類似した植生が見られる。

（3）ハクサンオオバコは，岐阜県側の天池の北側と御手洗池にも分布しており，それぞれの標高は

2，215mと同じである。花期は，標高が140m低い石川県側の南竜ケ馬場とほとんど同じか，むし

ろ早く，ほとんどが果実をつけていた。

（4）別山の南西にある御手洗池付近がハクサンオオバコの西南限になる。

（5）別山山頂直下の南東斜面では，ハイマツ，ハクサンシヤクナゲ，オオバスノ牛が優占する，コ

ケモモーハイマツ群集が見られる。

今後の課題としては，さらに調査地点・調査時季をふやし，白山南縦走線の植生を明らかにする

ことがある。

Summary

WehadanopportunitytoinvestigatethevegetationonthesouthridgeofMt．HakusanonthesideofGifu

Prefecture．The followingaretheresultsofourinvestigation．

（l）Onthesoutheastfaceofthetop ofPeak Aburasaka，Hemero（nllis middendomivar．esculenia，Veratγum

Sめmineum and Trめelaleia bmcteaiagainedanadvantageovermanyotherspecies．Theymadeupthetallherb

COmmunities．

（2）InthenorthernareaofAmaikePond，auniquefloraofsnow－patChwasbuiltup．InthatplacePhnlago

hakusanensまSgainedanadvantageoverotherspecies，andtheflorawasanalogoustothatofFdu7io－Caricetum

blepharicarpae．

（3）Phmiago hakusanensis wasalsofoundinthenorthemareaofAmaikePondonthesideofGifuPrefecture

andinthe area aroundMitaraiikePond，Which arebothabout2，215metersabovesealevel．

Thebloomingtimewasthesame oralittle earlierthan at Minamiryugabanba（Ishikawa Prefecture），140

meterslower than the above two areas．

InbothareasP hakusanensis plantsalmostborefruitsatthetimeofourinvestigation．

（4）Phmlago hakusanensis wasnot foundinthe areain the southwest ofMitaraiike Pond．The area around

MitaraiikePondwasthemostsouthwesternareainhabitedbyP．hakusanensis．

（5）OnthesoutheastfacejustbelowthetopofMt．Betsusan，WeObservedacommunityoflhccinio－Pinetum

pumihe，inwhichPinuspumila，Rhododendron blaChyca¢umandlhccinium smalliigainedanadvantageover

Otherspecies．

Whatwehavetodohereafteristocontinueourinvestigationofthevegetation ontheotherareasofthe

SOuthridgeofMt．Hakusan，andtocontinueourinvestigationintheotherseasonsoftheyeartoobtainmore

accurateinformation onthevariousvegetation．
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